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　古来、道は、シルクロードがそうであったように、文明を伝え、文化を育み、交

易を通して人 を々繋げてきた。近年、国境を越えた市場の広域化や国際分業

の進展に伴い、クロスボーダー交通、すなわち国境を越えた人と物の移動が増

加している。この国境を越えた動きを支える基盤として、クロスボーダー交通イン

フラの重要性・必要性が高まりつつある。

　クロスボーダー交通インフラは、域内の国 と々の自由な貿易や投資促進だけ

でなく、経済発展の恩恵の及びにくい国境貧困地域の開発にも資するもので

あり、国際機関も積極的に関与してきている。一方で、クロスボーダー交通イン

フラ整備は、域内格差の拡大等、負の効果をもたらす可能性もあることや、ソフ

トインフラである制度基盤が十分に整備されておらず、道路や港湾といった物

的施設が充分に活用されないなど、取り組むべき課題も多く残されている。

　このような流れの中で、JICAはクロスボーダー交通インフラへの支援を進め

るべく、平成17年から18年まで、「クロスボーダー交通インフラ対応可能性研究」

を実施し、全世界を対象にリージョナリゼーションの進展とクロスボーダー交通

の整備効果について検討を行った。この結果を受けてフェーズ2として研究を

開始し、近年、クロスボーダー交通インフラ整備が急速に進みつつあるメコン地

域に焦点をあて、クロスボーダー交通の現状や課題についてさらに分析を進め

るとともに、JICAの今後の協力の可能性について検討を行った。この冊子は、

その結果をまとめたものである。　
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Greater Mekong Subregion (GMS)

大メコン地域、Greater Mekong Subregion (GMS）

と呼ばれるこの地域は、中国大陸を発しインドシナ

半島を南下するメコン河流域に位置する地域であり、

具体的には、カンボジア、ラオス、ミャンマー、タイ、ベ

トナムの5カ国と、中国南部の雲南省と広西チワ

ン族自治区の2省を含む地域を指す。

メコン地域の位置



クロスボーダー交通を取り巻く環境

　クロスボーダー交通インフラの整備は、その地域諸国間の持

続的平和が前提としてあり、さらに、グローバリゼーションやリージ

ョナリゼーションの進展によって、動き出すものである。

　図に示すように、平和の達成、および投資者の存在は、リージ

ョナリゼーションの進展には不可欠なものであり、さらに、各国に

よる周辺国との協調への政治的な意志、すなわち地域内諸国間

の開発戦略の共有がなされて、CBTIの整備や越境手続きの

簡素化は可能となる。クロスボーダー交通の活性化は、新たな輸

送ルートの開拓などを通じて地域経済の発展をもたらし、さらなる

投資増へとつながる。そして、持続的な経済成長を実現する。地

域によっては、当該国自らの技術・資金力に加え、援助者の存在

もこれらの動きを加速させるためには不可欠となる。これまで、イン

ドシナ半島のGMS地域においては、アジア開発銀行（Asian 

Development Bank, ADB）がその先導役を担ってきた。

１．クロスボーダー交 通インフラとは

　本調査がテーマとしたクロスボーダー交通インフラ（Cross-border Transport Infra-

structure, CBTI）は、どのような状況で整備が進められていくのか、地域の社会経済

とどのような関係にあるのか。ここでは、クロスボーダー交通インフラを取り巻く環境、そし

てクロスボーダー交通インフラがもたらす効果について概観する。

Bavet/ MocBai のベトナムとカンボジア国境
（上 ベトナム側、下 カンボジア側）
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